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　私達の研究グループでは、2008年からジュ
ニアスポーツ選手の体格・運動能力測定を実
施しており、今年度で7年目を迎えた．測定項
目は形態計測4項目（身長、体重、体脂肪率、
座高）と運動能力測定6項目（20mダッシュ、
プロ・アジリティ、立ち幅跳び、反復横跳び、
垂直跳び、リバウンドジャンプ）である．測定
の目的は、ジュニア期からユース期に渡る選手
を有するスポーツクラブに所属する選手を対象
として体格、運動能力の測定を縦断的に行い、
日本人に適した生物学的成熟度の推定式作成
のための基礎データを収集し、発育・発達のパ
ター ンを明らかにすることである．次に、推定式
から得られる生物学的成熟度を基に、運動能力
の発達過程をより詳細に検討する各選手、クラ
ブの特徴を見出し、多競技多種目のデータから
競技種目の特徴的な体格、運動能力の指標を
明らかにするとともに、スポーツ非実施者と比
較し、スポーツ実施の効果、運動習慣獲得の
必要性について世代毎に検証することを目的と
している．
　2015年 3月8日現在、18種目、155クラ
ブの測定を行い、延べ8300名超の体格・運
動能力測定をおこなうことができた．これもひ
とえに本研究について関係各位のご理解とご協
力のおかげである．
　得られたデータから、今年度も雑誌、学会
等での発表を積極的に行ってきた．直近の
2015 年 2月に行われたAAAS（American 
Association for the Advancement of 
Science）での発表では、バドミントン競技をピッ
クアップし、ジュニア期からユース期（4～22歳）
にかけてのバドミントン選手（2,901名、うち男
性1,312名、女性1,589名）の体格・運動能
力測定結果と競技開始年齢についての調査報
告をした．大学生では競技成績で分類した結果、
男子ではプロアジリティー テスト、女子では垂
直跳びで差が見られた．競技開始年齢からみる
と、エリー ト大学選手とジュニア全体で比較し
た結果、男子では6.8±0.8歳と8.1±2 歳、
女子では7.8±1.4歳と8.2±0.9歳となりそ
れぞれ差が見られた．競技力向上に競技開始年
齢の若年化による経験年数の増加傾向が一部
貢献していると考えられる．一方で今後もスポー
ツを安全に長く行うために選手の発育・発達に
合わせたこころ、身体の教育やケガの予防につ
いて選手、指導者、保護者が共通の理解を得
るよう情報提供を積極的に行う必要がある．
　日本バドミントン協会報告によると、2013年
度協会登録競技者数は253,241名、内訳では
小学生21,337名、中学生70,924名、高校
生92,870名、学生 8,425名、一般 59,685
名である．SSF「中央競技団体現況調査」によ
ると競技団体としては7番目に多い団体となっ
ており、この十数年、継続して登録者数を増や
している競技団体の一つである．今年度行われ
た国別対抗戦男子「トマスカップ」では初優勝、
女子「ユーバーカップ」準優勝を挙げることが
でき、メダルの期待も高まっている．2020年
に開催される東京オリンピック出場はジュニア・
ユース期の選手の目標になっており、トップア
スリ トーにおいては目標「金メダル」の言葉も
聞く事ができ、頼もしい限りである．
　最後に本研究にご協力いただいた全ての選
手、指導者、保護者の皆様に御礼申し上げる
とともに、縦断研究へのご理解とご協力引き続
きお願い申し上げる次第である．
　なお、本研究はJSPS科研費26350790, 
23700741, 21700624、専修大学学内助成を
受けたものである．
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プロアジリティー テスト．身体の切り返し能力を見る
指導者，保護者が積極的に測定に参画
している．形態計測．子ども達の成長を数値で確認し保護者も目を細める
反復横跳び. ペアを決めて数える
